
　　　　　　当社は「調達基本方針」に基づき、適正取引の推進を図っています。調達活動推進に
あたり、取引先の皆様とサプライチェーン全体で活動し、相互の持続的成長につなげていくため、お互い
の信頼に基づいたパートナーシップ関係を構築していきます。

サプライヤーとのパートナーシップの強化
毎年３月に当社の「調達方針」を展開し、経営理念や会社方針を
示し「環境・安全・コンプライアンス・品質・生産・原価に関する取
り組み」と「当社からの期待値となる目標」を説明/共有し、取引
先の皆様と連携強化を図っています。その中で、企業活動を持
続的に継続していく上で必要不可欠となるビジネスの前提、環
境や人権、適正取引推進に関する取り組みの強化をお願いして
います。

サプライチェーンマネジメント（SCM）
東日本大震災や新型コロナウイルス感染拡大、半導体不足等の経験を踏まえ、サプライチェーンの把握、調達先の複数化など、
供給リスクに対応する「生産の構え」の整備を行っています。大規模災害が発生した際に円滑に行動できるよう、取引先の皆様と有事
を想定した防災訓練やBCMに関する勉強会を実施し、さらなる体制強化を図っていきます。

グリーン調達
環境に関して、グリーン調達ガイドラインにて、「環境マネジメントシステムの構築」「温室効果ガス・水
インパクトの削減」「化学物質の管理」「自然共生社会の構築」への取り組みについて、取引先の皆様
にお願いしています。また、環境支援活動の一環として、各社を訪問し、現地・現物確認会を継続して実
施しており、取引先の皆様とともに環境保全活動を連携して進めていきます。また、紛争鉱物に関して、
直接的および間接的な使用も一切認めないという方針のもと、取引先の皆様のご協力をいただきなが
ら、継続して紛争鉱物の不使用を担保する体制を維持しています。

取引先とともに

調達方針展開

ともに成長するための支援活動
当社の協力会（全１８社）で構成される組織である「豊成会」は、
１９８９年に結成され、大豊グループ協力会として相互研鑽を通
じ、企業の発展を図っています。また、豊成会各社の開発力、生
産性の向上による拡販・収益向上を目的に「技術開発･改善事
例展示会」を開催しています。さらに、従業員の安全確保を目的
に、各社の安全衛生委員会へ参加し、改善支援や意見交換、現
場点検を実施し災害の未然
防止を図っています。

技術開発・改善事例展示会

グリーン調達ガイドライン

開かれた公正･公平な取引の原則
調達相手先と一体となった競争力強化の原則
調達相手先との共存共栄の原則

調達基本方針
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原価低減活動等における課題･目的の共有と
成果シェアの原則
相互信頼に基づく双方向コミュニケーションの
確保の原則
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社会
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安全衛生委員会 現場点検

基本方針

調達領域 領域長　岩本 恒明

基本方針―安全は、始めから終わりまで全てに優先

当社の「安全衛生方針」は、経営トップの想いを定めた安全・衛生の姿です。
この方針をもとに、労働災害および疾病ゼロの達成を目標としています。

■安全な人づくり・設備づくり
安全活動

「作業のリスクアセスメント」を実施し、ハイリスク作業を重点に低減
してきましたが、まだ不安全な作業、やりにくい作業が残っています。
１.安全な人づくりでは昨年より「活動を深化」させるため、

①“フェルトリーダーシップ(感じてもらえる指導力)”を取り入れました。
②過去災カレンダーを用い災害の状況と上司の想いを伝達し
　安全意識の向上を図っています。

２.安全な設備づくりでは、コイルノータッチ、止められる設備への改
善を継続して進めていきます。

衛生活動（健康経営の取り組み）

従業員が笑顔でいきいきと働き続けられる会社であり続けるため、従業員の健康維持増進に向けて、健康経営に取り組んでいます。

～2016年度
2017年度～
2018年度～
2019年度～
2020年度～
2022年度～

各部ヘルスマリーダー（健康づくり推進リーダー）会、記念運動会、ソフトボール大会、仕入先と野球大会など開催
豊田スタジアムで駅伝大会開催
保健師増員による特定保健指導の強化
運動習慣づくりの一環として「てくてく大作戦」を始め、2022年度には、1,960名が参加
BCMチームの発足（コロナ感染症対策など）トップ自ら参画
従業員一人一人が将来にわたって、いきいきと健康に働けるためのセミナー開催
愛知県が配信するアプリ「あいち健康プラス」を活用し、さらなる運動習慣の定着を目指します。

■社外表彰
【安全トヨタ賞受賞】
3年計画の安全対策を2年で完了
させたことを評価され、トヨタ自動
車㈱調達部より「安全トヨタ賞」を
授与されました。11月には協豊会
会員会社に向けた安全優秀工場
Ｗeb見学会を開催しました。

【第3種無災害記録】
岐阜工場が2021年8月に第3
種無災害記録時間880万時間
を達成しました。12月24日に
多治見労働基準監督署より「第
3種無災害記録証」を授与され
ました。

上位の方針を、「部下を
絶対に怪我をさせない」
という強い想いを込めて
自らの言葉で部下に語る

当日の災害をクリックする
ことで災害が表示される。
上司は自部署の作業に置き
換え当事者意識をもって部
下へ想いを伝達する

従業員とともに～健康経営（安全・衛生）～

安全衛生方針

１.労働安全衛生法および、関係する諸法令と社内規則・
基準を遵守し、災害の発生防止に努める

２.全災害未然防止を基本に、本質安全と従業員の
　意識向上を図り体質を強化する
３.衛生管理の充実と、全従業員の健康維持増進を図る

社長の健康宣言
１.健康寿命のために
　当社は、社員の皆さんが自らの健康状態を意識し、運動習慣を身に付けられる

取り組みを応援します。
２.働きやすく快適な職場づくりのために
　当社は、社員の皆さんが安心して働ける職場環境を整備します。

大豊グループ安全衛生管理体制

①フェルト
　リーダーシップ

②過去災カレンダー

(感じてもらえる指導力）

コミュニケーション強化

安全風土醸成

社長

全社安全衛生事務局(安全衛生推進部)
安全グループ・衛生管理グループ

当社国内工場国内グループ 安全衛生代表
総括安全衛生管理者 海外グループ 安全衛生代表

各拠点長
安全衛生代表
各社安全衛生責任者

安全衛生代表はヘルスマリーダーを含む

(大豊工業）

大豊グループ安全衛生確認会大豊グループ安全衛生確認会 拠点会議拠点会議

全社総括安全衛生管理者(安全衛生本部長)
全社副総括安全衛生管理者(安全衛生領域長)

健康経営優良法人を
3年連続で受賞

保険組合より取り組み
優良賞を2015年～連続受賞

室・課長

部長

領域長

作業者

工・組長

社会
安全・環境・生産技術本部 副本部長　手柳 幸治
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